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SIP３期全課題における量子の立ち位置

1出所）内閣府 『戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）概要』



Designed by macrovector / Freepik

出所）統合イノベーション戦略推進会議『量子未来社会ビジョン』

未来社会における量子技術によって創出される価値（量子技術活用イメージ）

• スマートグリッド
• 高効率・高機能な電池材料
• EV省エネ化
• セキュアなインフラ情報管理

• スマートファクトリ
• 物流最適化
• ICの製造と設計
• セキュアなインフラ情報管理

• 創薬・製薬
• テーラーメイド医療
• 高感度診断
• 高感度MRI
• 高セキュア通信・セキュアクラウド

創薬・医療

エネルギー安全・安心

• 高精度天気予報
• 広告戦略
• 消費者行動
• BMI
• セキュアビデオ会議

生活サービス

工場

材料科学物流

交通

• マルチモーダルシェア/Maas
• 交通シミュレーション
• 自動運転
• EV利便性向上

• 高セキュア通信・セキュアクラウド
• 災害対策
• 災害予測
• 防衛分野の活動

従来型コンピュータ

経済成長 
Innovation

人と環境の調和
Sustainability

心豊かな暮らし 
Well-being

• 配送機体の配置・稼働計画
• ルートの再最適化
• 在庫管理

• 新機能材料の開発
• 化学反応の最適化
• 触媒と酵素の設計

金融
• 取引戦略
• ポートフォリオ最適化
• 不正検出
• 高セキュア通信・セキュアクラウド

量子コンピュータ
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⚫ 「量子未来社会ビジョン」のキーワードは
「古典技術とのハイブリッド化」、「テストベッド構築・利活用」、「新産業／スタートアップ創出」

⚫ これらの方針は、SIP第3期でも踏襲。
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「量子未来社会ビジョン」における基本方針

・各技術分野
・量子コンピュータ
・量子ソフトウェア
・量子暗号通信
・量子計測・センシング

・基盤的取組
・スタートアップ ・量子拠点強化
・人材育成・確保 ・知財化・標準化
・国際連携／産学官連携 ・アウトリーチ等

・各分野の社会経済活動
－創薬・医療、材料、金融、エネルギー、生活サー

ビス、交通、物流、工場、安全・安心等

・従来型（古典）技術システム
－AI等の従来型（古典）コンピューティング、

Beyond5G等の情報通信、計測・センシング、
半導体等

量子技術の利活用促進
（量子コンピュータ・通信等のテスト

ベッド整備等）

量子技術を活用した
新産業／スタートアップ企業の

創出・活性化

基本的考え方3 基本的考え方2

連携／
一体化

量子技術
を利活用

量子技術を社会経済システム全体に取り込み、従来型（古典）技術システムとの融合により
（ハイブリッド）、我が国の産業の成長機会の創出・社会課題の解決

基本的考え方1

社会経済システム量子技術

出所）統合イノベーション戦略推進会議『量子未来社会ビジョン』



⚫ 量子未来社会ビジョンでは、量子技術によって実現すべきビジョンや目標を策定

⚫ 本戦略は、ビジョン・目標を実現するための、量子技術の実用化・産業化に向けて、重点的・優先的に
取り組むべき取組を取りまとめたもの

⚫  “量子技術の実用化・産業化に向けた方針や実行計画を示した戦略”と位置づけ
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量子未来産業創出戦略 （令和5年4月）

国内の量子技術の利用者を
1,000万人に

量子技術による生産額を
50兆円規模に

未来市場を切り拓く量子
ユニコーンベンチャー企業
を創出

2030年目標

量子未来産業創出戦略
（令和５年４月）

量子技術の実用化・産業化戦略

産業

量子技術イノベ―ション戦略
（令和2年1月、令和４年４月改訂（技術ロードマップ））

量子技術の研究開発戦略

研究

量子未来社会ビジョン
（令和４年４月）

社会変革に向けた戦略（未来ビジョン、目標等）

ビジョン

出所）統合イノベーション戦略推進会議『量子未来産業創出戦略』



量子未来産業創出戦略における国際連携に関する取組をさらに強化するため、量子技術の
実用化・産業化の３つの視点にグローバル視点を加え、一体的に取組を強化

多様な産業の量子分野への
参画・協働・共創、産学官連携

産業界に開かれた
量子技術の利用環境の実現

積極的なスタートアップ／ベンチャー・
新事業の創出支援

・国内の量子技術の利用者を1,000万人に

・量子技術による生産額を50兆円規模に

・量子ユニコーンベンチャー企業を創出

2030年目標

産学官の国際連携、海外展開
世界から注目される研究の実施

Globalization

産学官によるグローバル連携
・展開・市場獲得

海外企業と協調
市場形成

スタートアップ／ベンチャーの
海外市場への進出・成長

強化する視点

Collaboration

Incubation

Accessibility

量子・古典のハイブリッド化
（スパコン、AI、半導体、光など）

量子技術への段階的な置き換え

量子コンピュータ

量子センシング

量子セキュリティ・

ネットワーク

有志国との連携
世界からのビジビリティ向上

量子技術の実用化・産業化に向けた新たな視点（令和6年4月）

5出所）量子技術イノベーション会議『量子産業の創出・発展に向けた推進方策』



量子エコシステム構築に向けた推進方策（令和７年５月）

既存の３戦略を強化し補完するため、量子技術の産業化を世界に先駆けて達成するために、
現在の政府戦略の下、特にエコシステム構築に向けて必要な内容をまとめた推進方策。

ヒト

モノ

カネ
量子エコシステムを支える
持続可能な資金循環と
市場創出戦略

量子人材育成の裾野拡大と
国際展開力の強化

量子技術の実装基盤と
国際競争力を支える
戦略的拠点の構築
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マーケットの予見性を高め、ヒト、モノ、カネの
資源を整備し、持続的に発展できる仕組みを
構築する

✓ 将来的に、量子技術に関わる多様な主体が
相互に関連し、自然に育つ自立的ネットワークの
構築を目指す

出所）量子技術イノベーション会議『量子エコシステム構築に向けた推進方策』
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令和７年５月13日に、城内内閣府特命担当大臣（科学技術政策）と
ヴィルックネン欧州委員会執行副委員長の間で、

「日EU間の量子科学技術に関する協力趣意書（LoI）」
の共同署名を行った。 (右画像)

• この枠組みで、日本とEUとの協力関係を強化し、人材交流、
共同研究、情報共有などを加速する。

• 日本はSIP、EUはHorizon Europeの研究プログラムを通じて、
本協力趣意書に示された枠組みを遂行する。

署名式の様子（城内大臣とヴィルックネン執行副委員長）

要更新

• 今年5月にHorizon側のチームが採択された。9月を目途にSIP-Horizon間の共同研究を開始予定。

日EU協力趣意書共同署名

Horizon Europeとの共同研究

国際的な取組-1 EUとの共同研究

日本と欧州委員会（EU）は、「日EU間の量子科学技術に関する協力趣意書」に基づき、
量子技術における協力を促進するための共同プロジェクトを実施する。
日EU間の量子科学技術に関する協力趣意書への署名について - 科学技術・イノベーション - 内閣府

https://www.cao.go.jp/minister/2411_m_kiuch
i/photo/2025_037.html



会議名称
Promoting Application of Advanced Quantum Technologies to Social Challenges
― Social Implementation of Quantum Technologies ―

プログラム
概要

・SIP3量子における研究成果の発表
・海外の招待講演者による講演、PD・サブPDとの意見交換等
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• IYQ Global Eventとして、国際シンポジウムのQuantum Innovation 2025
（QI2025）が7/29～8/2にかけて大阪で開催される。

• SIP3量子からは 「QI2025 SIP3 Special Session」 と題して、8/1にSIP量子の
特別セッションを開催する。
QI2025 SIP3 special session - Promoting Application of Advanced Quantum 
Technologies to Social Challenges​ - 量子科学技術研究開発機構

国際的な取組-2 国際量子科学技術年

本年は量子力学が誕生してから100年目となる年であり、国連は2025年を
「国際量子科学技術年（IYQ）」と宣言した。これを契機として、日本政府は
量子技術における国際的な人材交流、共同研究等の連携を加速する考え。

IYQにおけるSIPとしての取組み



⚫ 大きく4つサブ課題で構成され、いわゆる「量子技術」全般をカバー。

⚫ 要素技術の研究開発そのものよりも、開発環境構築・利用促進、ユースケース開拓、
イノベーション基盤整備を重視。
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SIP3量子の全体構成 ～「サブ課題」と「研究開発テーマ」

A-1.量子・古典ハイブリッドテスト
ベッドの利用環境整備

A-3.量子コンピュータ・ソフトウェアの
ベンチマーク開発及び国際標準策定

A-2.新産業創出・生産性向上等に
貢献するユースケース開拓・実証

A-4.大規模量子コンピュータシステム
に向けたロードマップ等策定

C-1.量子センシング等の利用・
試験・評価環境の構築

C-2.量子センシング等を利用した
ユースケース開拓・実証

C-3.超高速通信・モビリティ等を
支える時空間ビジネス基盤の構築

D-1.新事業・スタートアップ
企業の創出・支援

D-2.教育プログラムの
開発と実践

D-3.アイデア発掘 D-4.エコシステム構築

B-1.量子セキュアクラウドを用いた
高度情報処理基盤の構築

B-2.高度情報処理基盤を活用した
ユースケース開拓・実証

【サブ課題A】
量子コンピューティング

【サブ課題C】
量子センシング

【サブ課題B】
量子セキュリティ・ネットワーク

【サブ課題D】イノベーション創出基盤

B-3.プライバシーなどを保護しつつ
データ解析ができる秘密計算などの
活用



サブ課題A：量子コンピューティング

• 研究開発テーマ A-1「量子・古典ハイブリッドテストベッドの利用環境整備」
研究チーム A-1a：量子・古典ハイブリッド基礎アルゴリズム構築とテストベッド

利用環境整備に関する研究開発
研究開発責任者：田中 宗（慶應義塾）

研究チーム A-1b：国産量子コンピュータによるテストベッドの利用環境整備と運用
研究開発責任者：萬 伸一（国立研究開発法人理化学研究所）

• 研究開発テーマ A-2 「新産業創出・生産性向上等に貢献するユースケース開拓・実証」
研究チーム A-2a：材料開発現場向け量子コンピュータ高精度計算活用基盤の構築

研究開発責任者：松岡 智代（QunaSys）

研究チーム A-2b：量子計算ソリューションによるビジネスエコシステム構築の戦略的取組
研究開発責任者：堀部 雅弘（産業技術総合研究所）

• 研究開発テーマ A-3 「量子コンピュータ・ソフトウェアのベンチマーク開発および国際標準
策定」
研究チーム A-3：標準ベンチマーク策定とグローバルチャレンジを通した量子アルゴリズムプラット

フォームの構築 
研究開発責任者：楊 天任（QunaSys）

• 研究開発テーマ A-4 「大規模量子コンピュータシステムに向けたロードマップ等策定」
研究チームA-4：大規模量子コンピュータシステムに向けた俯瞰図・ロードマップとサプライチェーン

強靭化 
研究開発責任者：昆 盛太郎（産業技術総合研究所）

堀部 雅弘 サブPD
（産業技術総合研究所）
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テーマA-1:量子・古典ハイブリッドテストベッドの利用環境整備

メタマテリアル構造の最適化 OLEDデザイン最適化 バリヤ材料の設計

フォトニック結晶レーザーの構造最適化 整数変数問題のブラックボックス最適化 結晶構造予測

11



材料・設計・製造（研究チームA-2b）

ネットワーク

テーマA-2:新規産業創出・生産性向上等に貢献するユースケース開拓・実証
(1/2)
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デジタルツイン

テーマA-2:新規産業創出・生産性向上等に貢献するユースケース開拓・実証
(2/2)
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交通・物流（研究チームA-2b）



サブ課題B：量子セキュリティ・ネットワーク

• テーマB-1「量子セキュアクラウドを用いた高度情報処理基盤の構築」
研究開発責任者：村井 信哉 （東芝デジタルソリューションズ）

• テーマB-2「高度情報処理基盤を活用したユースケース開拓・実証」
研究開発責任者：村井 信哉 （東芝デジタルソリューションズ）

• テーマB-3「プライバシーなどを保護しつつデータ解析ができる秘密計算などの
活用
• 研究開発目標(i)「秘密計算技術の高性能化」
研究開発責任者（研究チーム B-3a）：櫻井 陽一（NTTコミュニケーションズ）

• 研究開発目標(ii)「秘密計算技術の省リソース化」
研究開発責任者（研究チーム B-3b）：松本 勉（産業技術総合研究所）

• 研究開発目標(iii)「秘密計算技術の社会実装事例の構築」
研究開発責任者（研究チーム B-3c）：櫻井 陽一（NTTコミュニケーションズ）

• 研究開発目標(iv)～(vii)
研究チームB-3a, B-3b, B-3cが、連携・協力して実施
チームリーダー：櫻井 陽一（NTTコミュニケーションズ）

花岡 悟一郎 サブPD
（産業技術総合研究所）
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テーマB-1:量子セキュリティ・ネットワークの高度情報処理基盤
テーマB-2:高度情報処理基盤を活用したユースケース開拓・実証

⚫ 従来の量子セキュアクラウドを高機能化・高信頼化した次世代暗号基盤を構築。

⚫ その基盤上で様々な量子・古典計算機資源を安全かつ高効率に利活用可能な
「高度情報処理基盤」を構築。

量子暗号・秘密分散ネットワーク

多様な量子・古典計算資源を
高秘匿回線でネットワーク化

量子古典ハイブリッド計算機

量子アニーリング

マシン

古典アニーリング

マシン

古典マシン

(CPU,GPU)

量子・古典ハイブリッドの
総合的なセキュリティ
（PQCによる証明書発行等）

（５）量子セキュアクラウドを用いた高度情報処理基盤の構築

金融 医療・ゲノム 製造 モビリティ
・・・

（６）高度情報処理基盤を活用したユースケース開拓

認証局ルート認証局

耐量子-公開鍵認証基盤

・・・

計算資源まで統合して
高機能化

多地点化（10拠点程度を想定）
による高機能化・高信頼化

※サブ課題「量子コンピューティング」
との連携も視野に開発



テーマB-3:プライバシーなどを保護しつつデータ解析ができる
秘密計算などの活用（1/2）

-----

-----
-----

-----
-----
-----

-----

-----
-----

結果

同種データの統合分析や
異種データの横断分析で
データを活用！

分析  

常に暗号化したまま

◎基本的な演算
四則演算、総和、平均、二乗和、標本分散、分

位数   

◎上記を組み合わせた高度な演算
相関係数、検定、回帰、主成分分析   

◎データ結合

データ登録
クライアント 秘密計算サーバ

分析クライアント

秘密計算技術

秘密計算技術
データを暗号化したまま実用的な速度で安全にデータ分析が可能
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成果例：秘密計算技術の高性能化
• 100万レコードの集計・平均・分散をクロス分析する統計処理を最遅10秒程度の
実時間で実行可能にし、深層学習の学習処理を、暗号化していない平文と比べ、
精度同等で性能100倍差まで高速化することが目標

テーマB-3:プライバシーなどを保護しつつデータ解析ができる
秘密計算などの活用（2/2）
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サブ課題C：量子センシング

• 研究開発テーマ C-1 「量子センシング等の利用・試験・評価環境の構築」
研究チームC-1a：固体量子センサの社会実装促進に向けた実践環境の構築

研究開発責任者：大島 武（量子科学技術研究開発機構）

研究チームC-1b：量子コンピュータ・センサーハードウエアコンポーネント
テストベッドの構築

研究開発責任者：金子 晋久（産業技術総合研究所）

• 研究開発テーマ C-2 「量子センシング等を利用したユースケース開拓・実証」
研究チームC-2a：超偏極利活用プラットフォームの整備とトリプレットDNPによるがん治療効果

判定技術の開発
研究開発責任者：根来 誠（量子科学技術研究開発機構）

研究チームC-2b：ダイヤモンドNVセンターによる革新的量子電力センシング
研究開発責任者：天谷 康孝（産業技術総合研究所）

研究チームC-2c：量子スピンセンサの開発とユースケースの開拓・実証
研究開発責任者：大兼幹彦（東北大学）

研究チームC-2d：超早期体外診断のための量子診断プラットフォーム －多様な疾病の簡便・
安価な超早期診断を実現する量子リキッドバイオプシーの創製

研究開発責任者：岡田康志（理化学研究所）

• 研究開発テーマ  C-3 「光格子時計精度の周波数信号の光ファイバ配信
インフラストラクチャ技術」
研究チームC-3：光格子時計精度の周波数信号の光ファイバ配信インフラストラクチャ技術 

研究開発責任者：大前 宣昭（福岡大学）

大島 武 サブPD
（量子科学技術研究開発機構）

18



各種コンポーネントを幅広い温度域で評価できる環境構築

量子センシングを体験・実践できるテストベッド構築

テーマC-1:量子センシング等の利用・試験・評価環境の構築
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磁性体コ
ア

センサヘッド

マイクロ波

レーザー 電流標準をめざしたダイヤモンドNVを用いた電流トランス
式電流センサ作製と測定精度評価

同位体制御したスピン超偏極MRI技術によるがん治療効果判定

テーマC-2:量子センシング等を利用したユースケース開拓・実証（1/3）

20

MRIの感度向上と普及

マウスでの抗がん剤投与前後

投与前 投与後

化学療法の効果判定が1日で可能

13C1をイメ―ジング

マウスでのリアルタイム観測

投与後5s 投与後6s

秒単位での変化を観測

白黒画像はプロトン
（水素原子）を撮像

https://www.qst.go.jp/site/iqls/44735.html

CREST 新技術説明会資料および
大阪大資料から作成



多様な疾病の簡便・安価な超早期診断を実現する量子リキッドバイオプシー

テーマC-2:量子センシング等を利用したユースケース開拓・実証（2/3）

21

約50倍の
性能向上

量子スピン心磁計
✓ 室温動作
✓ 磁気シールドレス
✓ コンパクト
✓ AIによる医療診断

量子スピン脳磁計
✓ 室温動作
✓ 高感度
✓ 高空間分解能
✓ 小型・軽量・安価

量子スピンセンサの構造
量子トンネル磁気抵抗(TMR)素子

AI開発

先制医療のための簡便・安価な
アルツハイマー病発症前診断技術

が待望される

レカネマブによる治療が最も効果を発揮するタイミング

参考：アルツハイマー病は20～30年かけてゆっくりと発症する

5 低侵襲・安価・簡便の診断

血液
唾液
涙液

体液からバイオマーカー分子を検出

Liquid biopsy

マススクリーニングで疾患を早期発見

量子操作に基づく超高感度の分子検出技術

Igarashi et al., Nano Lett. 2012, Yanagi et al., ACS Nano 2021

室温動作量子スピンセンサーを用いた高感度脳磁計・心磁計の開発



テーマC-2:量子センシング等を利用したユースケース開拓・実証（3/3）

22

第 38 回先端技術大賞 「特別賞」 受賞 (2025/6/18)

「量子スピントロニクスセンサを利用した Spin-MRI 装置の開発」

https://www.sankei-award.jp/sentan/jusyou/

コンパクトMRI -Spin-MRI-

大阪万博での展示イメージ

大阪・関西万博・『「エンタングルモーメント」
［量子・海・宇宙］ × 芸術』にて展示！！
（8/14-20 @EXPOメッセ「WASSE」）

高野 星哉氏、大兼 幹彦氏（東北大学）、他 



テーマC-3:超高速通信・モビリティ等を支える時空間ビジネス基盤の構築

18桁精度の光格子時計

= 215 THz

( = 1.4 mm)

③ 15桁周波数安定度のレーザー局部発振器
通信波長帯高安定光共振器とレーザー制御技術

レーザー

= 194 THz
( = 1.5 mm)

① 16~18桁精度の周波数変換器
光周波数コムによる精密計測技術

② 光周波数中継装置
平面光波回路(PLC)を用いた
位相安定化光伝送技術

PLC chip

15~16桁の周波数安定度の

超高安定レーザー

超高安定光共振器

レーザー

= 429 THz
( = 0.7 mm)

超高精度光周波数信号のネットワーク配信技術

15~17桁精度のRF信号出力

・時刻同期網の基準信号の高信頼化
・無線通信の周波数利用効率の改善
・超高精度な時刻の生成 等

16~18桁精度の
光格子時計ネットワーク
の構築へ

AISIN

Fukuoka U.

SIGMAKOKI

18桁精度の光周波数標準

光ファイバ網を介して
次の中継局へ

NTT

42 mm

44 mm
超高安定光共振器

中継局

23



サブ課題D:イノベーション創出基盤（1/4）

• 研究開発テーマ D-1 「新事業・スタートアップ企業の創出・支援」
研究チーム D-1 「量子コンピュータを活用した新事業を共創する研究開発基盤」

研究開発責任者：大関 真之 （東北大学）

• 研究開発テーマ D-2 「教育プログラムの開発と実践」
研究チーム D-2 「産学連携による量子人材育成プログラムの開発と実践」

研究開発責任者：根本 香絵（沖縄科学技術大学院大学学園）

• 研究開発テーマ D-3 「アイデア発掘」
研究チーム D-3a 「量子コンピュータを活用した新事業を共創する研究開発基盤」

研究開発責任者：大関 真之（東北大学）

研究チーム D-3b 「Q-LEAP等の成果を広く提示し自ら体験できるコンテンツの開発」
研究開発責任者：根本香絵（沖縄科学技術大学院大学学園）、大島武（量子科学術研究開発機構）

• 研究開発テーマ D-4 「エコシステム構築」
研究チーム D-4 「量子技術に関係するベンダ、ユーザ双方のスタートアップ企業の市場参画支援」

研究開発責任者：嶋田 浩（TOPPANデジタル）

岡田 俊輔 サブPD
（量子技術による新産業創出協議会）
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研究開発テーマ D-1 「新事業・スタートアップ企業の創出・支援」

開催イベント1: Quantum Computing for You, The Second Chance!を実施
実施内容: 量子ゲート方式、特に量子機械学習に関するYouTube生配信授業を実施
講義編５回・企画編２回・卒業試験(2024/5/23-24) 終了

開催イベント2: 実践的量子ソリューション創出論の開講
実施内容: 東北大学全学科目として設置、仙台市産業振興課の協力のもと13社の参加企業
発展1: 東北大×仙台市 共創研究所設置について準備開始
発展2: 女性関連事業 共創研究所設置について準備開始
発展3: 共同研究および新規事業創出支援5件（例: Musashi D&T 仙台市ユースケース支援事業採択）

開催イベント3: Quantum Camp for You
実施予定: 滞在型合同ワークショップ（2024.09）選抜30名による量子未来社会ビジョン創生
QX4Uシリーズ（QA4U/QC4U/QI4U）+量子ソリューション創出論+福岡大学+東京工業大学の
受講生を選抜式で集め研究開発・アプリ開発・事業開発の実践

自治体との連携により多くの企業と起業の種・人材育成を実現

参加登録者250名突破
50グループによる
量子コンピュータ（ゲート方式）
量子機械学習のアプリ・サービス作り

卒業試験審査
岡田俊輔氏（Q-STAR）
渡辺治氏（東工大・副学長）
大隅典子氏（東北大・副学長）
富澤一仁氏（熊本大・副学長）・各省庁

開催イベント4: Quantum Annealing for You, The Third Challenge!を実施
実施内容: 量子アニーリング方式に関するYouTube生配信授業（2025/02）を実施

新しい量子技術を広める教育活動の実施関連のプロジェクト

サブ課題D:イノベーション創出基盤（2/4）
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研究開発テーマ D-2 「教育プログラムの開発と実践」
教育コースプログラムと研究技術プログラムを実施

第5回目セミナーの様子

講師：松岡史晃（OIST・シニアスペシャリスト）

第1講:量子が今までのビジネスとは全く違うものである理由

第2講: 量子を用いた高性能センシング技術

第3講: 量子による通信と暗号の安全性

第4講: 量子を用いて作る最高のコンピューター

第5講: 量子コンピュータを現実の問題で用いる

量子技術入門コース
OIST講師陣
SIP専任講師：松岡史晃（OIST・シニアスペシャリスト）
OISTスペシャル講師陣：
第1講：Prof. Thomas Busch （Quantum Systems Unit)
第2講：Prof. Jason Twamley （Quantum Machines Unit)
第3講：Prof. William Munro （Quantum Engineering and 
Design Unit)
第4講：Assistant Prof. Hiroki Takahashi （Experimental 
Quantum Information Physics Unit)
第5講：Prof. William Munro （Quantum Engineering and 
Design Unit)
全講： Prof. Kae Nemoto (Quantum Information Science 
and Technology Unit)

サブ課題D:イノベーション創出基盤（3/4）
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研究開発テーマ D-3 「アイデア発掘」

量子コンピュータを活用した新事業を共創する研究開発基盤

開催イベント: Quantum Infinity for You, The First Session with You, in Kumamoto 
実施内容: 地元記号とのコラボレーション、熊本大学に量子技術を用いた独自研究を開始する
東北大学の支援をもとに熊本大学に量子拠点を形成する

全国の大学でワークショップを実施してアイデア創出

熊本大学学長
小川久雄先生

熊本大学副学長
富澤一仁先生

西森秀稔先生
門脇正史氏
登壇

開催予定: QI4U福岡大学
実施内容: 「社会数理・情報特論」集中講義+Fusicにて連携して実施

開催予定: QI4U熊本大学
実施内容: 熊本大学情報融合学環にて教員・学生向け（熊本量子拠点自立に向け）

開催予定: QI4U熊本大学
実施内容: 熊本大学医学部にて共同研究・スタートアップ技術掘り起こし

2024.08に実施

2025.01に実施

2024.09に実施

2025.02に実施

開催予定: QI4U東京科学大学
実施内容: 「物理学特論第八・物理学特論第八発展」講義+京セラにて連携して実施
東北大学サイエンス・アンバサダーの協力要請中

サブ課題D:イノベーション創出基盤（4/4）
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SIP３量子とBRIDGE量子関連施策との連携について

28

年度 施策名称 期間(年) 実施機関 研究開発責任者 重点課題

R5 大規模量子コンピュータ向け 制御装置の事業化 3 キュエル株式会社 伊藤陽介 スタートアップ

R5 量子ハイブリッド最適化アルゴリズム基盤の開発 3 株式会社Jij 山城悠 スタートアップ

R5 量子光センシングによる超低侵襲量子生命技術 3 産業技術総合研究所 福田 大治 SIP/FS等

R5 量子プロダクト事業化推進プラットフォーム構築事業 3 東北大学 大関真之
スタートアップ
人材育成

R5 多元素活用を基盤とした生体イメージング技術革新 3 東海国立大学機構 清中茂樹 SIP/FS等

R5
フォトニック結晶レーザー(PCSEL)によるスマート製造ゲームチェンジと
PCSEL拠点からの社会実装拡大※ 2 京都大学 野田 進

SIP成果
スタートアップ

R6 商用光量子コンピュータの構築 3 OptQC株式会社 高瀬寛
SIP成果

スタートアップ

R6 量子スピンセンサのμモジュール化による新規ユースケースの創出 3 東北大学 大兼幹彦
SIP成果

スタートアップ

R7
高感度ナノ量子センサの大量調製技術開発による
サプライチェーンモデルの構築

３ QST 五十嵐龍治
SIP成果

スタートアップ

R7 量子人材教育エコシステムの開発と試行 ３ スキルアップNeXt 小縣信也 人材育成、等

R7 量子トレーサビリティが確保されたワイドレンジ電流計測技術の開発 ３ 産総研 天谷 康孝 SIP

BRIDGE量子関連施策

※令和６年度で終了

連携体制
SIP３量子/BRIDGE量子関連施策 プログラムディレクター 寒川哲臣
SIP３量子マネジメント会議/BRIDGE運営委員会：PD、サブPD、QST担当役員（同一メンバーで構成）
研究推進法人/BRIDGE量子関連施策事務業務：QST
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